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全建賞 部門連携の部

③サンポート高松地区都市再生整備事業
～人が安全で快適に歩ける都市空間づくり～

１�．はじめに
サンポート高松地区は、高松市の沿岸部に位置する広
域交流拠点である。平成16年３月にグランドオープン
し、高度な都市機能とコンベンション機能の導入等を目
的として整備された。また、JR、私鉄、路線バス、高
速バスや航路などが集結する県内最大の交通結節点でも
ある。当該地区では、香川県立アリーナ、大学、駅ビル
や外資系最高級ホテルといった官民による施設整備が
進んでいる。行政としては、この機会を活かし、更なる
にぎわい創出に取り組んでいる。

サンポート高松地区

２�．事業の概要
歩行者優先のまちづくりを進め、歩行者や滞在者を増
やすとともに、本エリアが一体となってにぎわい空間を
創出し、サンポート高松地区の価値の向上を目指した。
そのため、道路空間を再配分し、プロムナード化した。
滞在したくなる空間を形成するため、植栽ベンチの設置
やデザイン性のあるインターロッキングブロックの配置
など、道路空間の質の向上を図った。
また、近接する港湾エリアにおいて、港湾緑地等の整
備を連携して実施することで、更なる魅力の向上及び観
光客の受け入れ態勢の強化を図った。これにより、サン
ポート高松地区全体のにぎわい創出、来訪者の満足度の
向上が期待される。

３�．事業の成果
香川県立アリーナが開館する令和７年２月24日にプ
ロムナードとして運用を開始した。土日や休日には、
様々なイベントが開催され、活気ある様子が見られる。

にぎわうプロムナード（高松駅北側道路）

４�．おわりに
令和７年度は、サンポート高松地区周辺において、瀬
戸内の島々を舞台に、３年に一度開催される現代アート
の祭典「瀬戸内国際芸術祭2025」が開催される。国内
外から多くの来場者が見込まれており、当該地区がにぎ
わい創出や憩いの場として活用され、一層の地域活性化
が期待される。

キーワード プロムナード、にぎわい創出、ウォーカブル、
都市空間、香川県立アリーナ、港湾緑地、
歩行者空間、道路空間の再配置

官民による施設整備と並行し、歩行者優先のまちづくりや
港湾緑地の整備を進めた。道路空間の再配分による歩行者優
先のまちづくりを進めた点、港湾事業と連携して「サンポー
ト高松地区」の活性化を実現した点、さらに香川県立アリー
ナの開館に合わせた道路整備により、回遊性や景観の向上を
図った点が評価された。
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道路空間の再編整備内容（高松駅北側道路）
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